
 

 

令 和 ８ 年 ６ 月 2 6 日 

物流・自動車局車両基準・国際課 

日本が主導した世界初の自動運転システムの国際基準が合意 

～安全な自動運転車の開発が加速～ 

○ 令和８年 6 月 23 日から 26 日に、スイス・ジュネーブにおいて、国連自動車基準調和世界

フォーラム（WP.29*）が開催され、レベル４を含む自動運転システムに関する国際基準が

合意されました。 

○ WP.29 傘下の専門家会議において、日本が共同議長として議論をリードし、世界で初めて

策定された基準であり、これにより、我が国の自動車メーカーが安全な自動運転車を効率的

に開発できるようになることが期待されます。 

* WP.29 は、自動車安全・環境基準の国際調和と認証の相互承認を多国間で審議する唯一の場であり、日本も

積極的に参画 

 

１．今回合意された国際基準の概要 

（１）対象車両： レベル３，４を含む自動運転システムを備えた自動車 

（２）具体的な要件 

① 車両の安全性： 交通ルールの遵守や衝突回避、不具合発生時の安全な停止等 

② 製造事業者の組織体制： 安全を確保するための組織体制、社内プロセス等 

③ モニタリング・不具合の改善： 自動運転車のモニタリングを通じた不具合の特定・改善等 

（３）発効時期： 令和９年１月頃 

 

２．国際基準の策定経緯 

令和２年、高速道路等でのレベル 3 の国際基準が合意されましたが、一般道を含むより多くの道路環

境や、レベル４などのより高度な自動運転車の国際基準は策定されていませんでした。このため、日本が

米国、欧州等とともに WP.29 傘下の専門家会議の共同議長を務めて議論を主導し、今般、新たな国

際基準として合意されました。 

 

【参考資料】 

（別添１）自動運転システムの国際基準概要 

（別添２）WP.29 の概要 

 

【問い合わせ先】  

物流・自動車局 車両基準・国際課 島野、山中 

代表：03-5253-8111（内線：42523、42524）、直通：03-5253-8604 

WP.29 における議論の様子 

※副議長を務める猶野車両基準・国際課長 


